「黄金時代」の「オランダ・マウリッツハイス美術館展」
謎めいた表情のあの“少女”が上野にやってくる！。
「マウリッツハイス美術館」は、オランダ・ハーグに貴族の館として建てられたもので、別名「王室絵画陳列室」と呼ばれ、800点余の選りすぐりの名品が所蔵されている。

今回の展覧会は、本場の美術館の大改修と上野・東京都美術館リニューアル特別展として開催されるもので、貴重な名画「50点ほど」が公開されている。

　作品は、およそ350年前の17世紀のオランダ・フランドル絵画を特徴づけ、西洋美術史に大きな影響を及ぼした「歴史画」「肖像画」「風景画」「静物画」「風俗画」の五つの区分で構成されている“珠玉の名画”の展示である。
　展覧会の目玉絵画は、フェルメール「真珠の耳飾りの少女」、レンブラント「自画像」、ルーベンス「聖母被昇天」などで、何れも世界的に高い評価を受ける名画で、絵画の美しさや素晴らしさに加え当時の人々の姿や暮らしが見られる。
　最大の注目点は、フェルメールの作品はわずか「37点」しか残っていないとされている内の「真珠の耳飾りの少女」と「ディアナとニンフたち」の２点が今回出品されていることである。
　展覧会のポスターの「真珠の耳飾りの少女」は、高価な絵具のブルーを惜しみなく使用した作品で、数多くの謎に包まれている絵画であるとされている。
　つまり、絵画評論家から疑問点として指摘されて話題となっているのは、

モデルの少女の瞳は何を見つめているのか？。耳飾りの真珠が大き過ぎるのではないか？。軽く開いた唇は、誰に何を語ろうとしているのか？。

　何故、東洋的な衣裳を身に着けているのか？。絵画の色数が少ないのは？。

などである。
　この機会に、偉大な巨匠と言われる「フェルメール」「レンブラント」「ルーベンス」「ハルス」「ブリューゲル」「ステーン」らを次々と輩出し、数多くの「フランドル絵画」が作成された時代の名画をじっくりと鑑賞されてはいかが。
　尚、本展覧会は「神戸市立博物館」でも開催（12.09.29～13.01.06）される。
東京支部　　岩田　博俊
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